総合地球環境学研究所 
山村プロジェクトの皆様 

（このメールはプロジェクトメンバー全員（院生をのぞく）にお送りしています） 

先日は会議のためお集まりいただきありがとうございました。 
遅くなって申し訳ありませんが、4/4,5の会議のご報告とお願いです。 
添付書類はメンバーリストとネットワークたたき台図です。 

*******プロジェクトの班分けと連絡体制******** 

・山村プロジェクトリーダーのもと、構成員は3つの班（以下）に別れ、研究・作業の予 
算・スケジュールなどは班レベルで決定する。 
プロジェクト全体の方針や班間での調節は、全体会議、コアメンバー会議で議 
論、決定する。 

メンバーの皆さんには、事項の階層に応じて 
プロジェクト全体の事項→　山村リーダーor酒井 
各班での事項→　各班長（モンゴル：藤田、サラワク：酒井、理論：石井） 
各種事務手続き→　明渡さん 
から連絡があります。 

・年に1,2回程度全構成員が参加する「全体会議」を開く。 
２００７年度は 第1回　4月4・5日（済）、　第2回　11月7・8日 
・班会議は各班にスケジュールを決定（班長から連絡） 

*********プロジェクト全体連絡********* 

【１】第１回全体会（Apr.4-5,　地球研）のご報告 

会議では、新しく加わっていただいた方などからの話題提供をしていただきまし 
た。プロジェクトの進め方や、今年の予定（達成目標、予算）について、話し合いま 
した。 

今年の目標（１２月の発表会に向けた１１月の全体会議までに）： 
１）サラワク・モンゴルの土地利用変化に関わる要因をつかむ 
（ネットワークたたき台のバージョンアップ） 
　それに関して、今ある、あるいは今後必要なベースラインパラメータの整理 

２）ネットワーク（とくに社会ネットワーク）に対するコメントやアイデア 
（何を定量するか、評価基準など）をもらう 

３）部分的なモデルを作る（とくに社会系トピックに対して） 
昨年度の評価委員会では、生態学が全面にでており社会・経済学的な 
側面が弱いという指摘を受けたので、とくに社会的な側面をうまく 
モデル化して例をしめしたい 
とくに分野をまたがるような人の間での研究打ち合わせを積極的に行ってほしい 

次の全体会議は11/7-8に行います（11/9はビジネスミーティング） 

【２】ネットワークたたき台に関してご意見をお願いします。 
これは、サラワク・モンゴルの土地利用変化に関わる要因を概観し、今後の研 
究でどのあたりに注目してすすめていくのか、を考える材料にするためです。会 
議のときに付け加えるべき点として、サラワク・モンゴル双方で、観光（と く 
にエコツーリズム）がありました。両方で、人の移住や移動、それにかかわる要 
因が重要であるとの指摘がありました。 

【３】名簿のアップデートをお願いします。 
追加、訂正などは小林さん <yutaka@chikyu.ac.jp>までお願いします。 

【４】予算については、各班（理論、モンゴル、サラワク）に割り当てた範囲内で 
班ごとに話し合ってきめてください。 

【５】　近日中に、上記【１】-1）　について各班長から、ベースラインパラ 
メータの整理（メタデータの作成）について、連絡がありますのでご協力お願い 
します。 
-- 
Shoko SAKAI 


